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中央大学における自己点検・自己評価の現状と課題

門教育大学を視察して

森 正明

はじめに

これまで援業研究班では，継続テー?である「授業効果に関する研究j をすすめる中で，ブア

カルティ・デイベ口ツプメント� (Faculty Development以下，� FD) の視点から，自己点検・

自己評揺を行う必要性について，主張してきた1). FD問題については，中央大学〈以下，本学)

全体として，� 1993年� 3月22日付で桧討結果報告が出されている(中央大学研究・教育審議会一

資料一)幻しかしながら，その具体的な取り組みにおいては，個人の判断に委ねられてきたため，

髄入および組織の再面で，現在まで具体的なデータがiまとんど示されていない現状である.

このような本学の現状をふまえ，� 98年農は，森，布呂間研究員で，� 12月1日，� 2 B鳴門教育

大学を視察した今回のテーマ辻，� (1)r詣己点検‘自己評鵠J問題について，と(2)r総合演習J

という新しい教育課程についての討議が中心で、島った.鳴門教育大学は，現戦教員に高度の研

究・訴鎮の機会を確保する大学院と初等教育教員および中学校教員の養成を行う学部をもち，

学校教育に関する理論的，実践的な教育硬究を進める「教員のための大学J として昭和56年10

月1日に創設された新しい講想の臨立大学である.大学院の一つの役割としては，小学校，中

学校，高校の現鞍教員の大学院レベルでの研究ー教腎を指っている.

山本貞美教授にお頼いして，大学院の授業(ゼミ)に� 2コマ出席させて頂いた(資料� 1). 

瑛織の教員という背紫からか，中学や高校の事前を通して討議し考えるという資重な体験に

なった.大学院生である先生方は，体腎以外の専門領域であったこともあり，こちらとしては

体育を客観的にみた諜点からの意見として，興味深くゼミのテーマに参加できた.各々の内容

については，問題提起というかたちで項Eごとに取りあげたい.
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1.開題提起

(1) r自記点検・自己評僅j

ヒ〉f年の設置基準の大講化(以下，大縞91含1-評価)は，自己点検・自己評髄(以下，

て，大学の努力義務として位置付けら る.鳴門教育大学では，全教員の業

を含んだ冊子が単年度ごとに更新され，学内に配布されている.この点検・評錨問題で

は. {耳よちも公開性ということが重要である.各信人，各組織の点検・評価であるだけに，公

開して客鶴fとする作業が必要である.

こうした観点から本学を対象に点検・評価すると，合開性という点で具体的な提訴がほとん

どなされていない現状である.これまでの本学における改革は カリキュラム改革を柱として

各学部ごとに実施されてきた.

具体部として体育の吾、鯵単往の問贈をあげると，法学部，経法学部，商学部は，

通りの� 4単故必修，理工学蔀参文学部は，講義� 2単{立，実技� 1単位，計� 3単位必鯵という形態

に変わった{套科� 2).この形態に変えたことが，学部の教育体制の中でどのように機能して

いるのかという授点での点検・評留が必要になる.学部全体としての点検・評髄につながるた

めには，各セクションごとの点検・評備が基本になる.一つの授業を例に考えるならば，

者の点検・評価，学生による点検・評髄等を行い セクション全体の点検・評錨ぷつなげる作

となる.

筆者が所屠する文学部では，現在のカリキュラムを決定する際，教員，学生を対象とした譲

査を実施した.その結果については，全専任教員に会表した.こうした経韓を受けて，体育と

して拭.95年度からのカリキュラムの点投・評価の一環として，� 97年度に学生評錨を実施した.

設は，前屈と再擦の内谷で実施し，薪カリキュラムの成果を問うことにした. (前回の

平均龍iま，第一位� r体背実技� (ι76)J.第二位� γ専門教育� (4.23)J.第三位� r体育講義� (4.21)J

であった.)学生評価について辻，学生に客観的な評鑑ができる丹か懸念する向きもあるが，

学生に評髄するカをつけさせることも大学教育では 重要なことで為るといえる3) 97年の結

果は，体育講義が4.0へ，体育実技が4.9(7段階評価)に変動した.体青講義0.21のマイナス

としては，学生に壌穆の選択権を与えなかったことや 半期を担当した� 2名の教員のテー

?に一実性が欠けた点などがあげられる，こうした点については ?イナ…チェンジというか

たちで98年設から是正し� 2名の教員のいずれかを選択する形態にした.体育実技についての

ブラス評価は.男女別クラスを申心に襲閉していた形態から，男女混成の授業クラスの増設を
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行い選択種目の拡大をはかったことや 各クラスごとの適正人数による授業実捲等がうまく機

能した結果であると考えている.この棒育のセクションとしての点検・評髄結果は，現在文学

部で今後のカリキュラム改革を検討している将来講想委員会に報告した.これから2002年に向

けた討議が始まる事になっている.

この一連の取り組みの中で強く感じていることは，改革後のカリキュラムへの点検・評舗が，

重要であるにもかかわらず，多くの場合不十分な点検・評価のまま，次の改革の作業にはいっ

ているように患われる.文学部を事例として捉えても問様な傾向が見られる.今後は，慎常的

な点検・評価を行い，マイナ…チェンジを実摘しながらメインの改革につなげていくことが求

められる.� 

(2) r総合演欝j 

r総合i寅饗J については，今昌の学習指導要領の目玉として登場した改訂項Eである.

形態の授業の内容に 人類的課題についてや地球環境問題についてなど近年の社会問題を反映

させることを目指している.

この問題については，教職課稜の競修希望者のために学部カワキュラムの中に組み込み，

蔀ごとの授業責任において「総合演欝」内容を網羅した設業を開講することを目指している.

現在，教職運営委員会を中心にこの問題についての全学的な討議がすすめられているが，

器の事例では� r共通科目演習」を中心とする対r.c、が， されている.各授業は，上記の自

している内答を取与入れたシラパスを準矯し，援業を展開することになる.

「総合演習」の内容と体育との関連を考えると，共通点はきわめて多いといえる.体育は，

心身の健康問癌や野外というフィールドiこ出ることの多い授業科吉であるからである.すこし

範時撃を広げて考えれば，体育は，人間そのものや自然環境を対象に教青・研究を行ってきた教

科目でもある.その意味で これまでの教科院としての体育の点検� 評儲を行い，次の時代をe

見控えた問題提超といえる取り組みが必要である.体育実技を事例として考えれば，これまで

多くの大学で「スポーツ種目jを中心に襲修させる形態をとってきていたが，これからは，

マ部(自本のゴルブを考えるゴルフ授業や16人市� 

を体験する授業など)Jの漬習形態の授業も，考えられるのではないだろうか.こうした接点

から，われわれに諜せられた課題は大きいといえる骨

1 ，IJ人権12 1. ヨ人制などのパレ…ボールの歴史
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2. 今後の課臨

の視察も含め� f授業研究涯」では，点桧・評価問題を恭礎としたカワキュラム

授業研究実践者を対象とした研究を行ってきた.これまでは，どちらかというと信人レ

ベルの研究を集約するかたちで共同研究を行う形態になっていたさらいがある.各々の実施形

態が多様であることがその要顕であったが，今後は組織全体への働きかけも摸索したいと考え

ている.例えば，� 99年� 3月の「競泳コーチング瑳j が主催した「トレ…ニング科学研究会」や

同棟のかたちで宮本研究員が幹事を務めた11月の「人体科学会J などが参考に去る� r授業研

究班」の関連学会としては� r大学教育学会j (1自一般教育学会)があげられる.ここでt.i，大

橋北以前から大学教育の問題を研究対象として拠え.1) 授業効果をあげるための構造・機能

分析，� 2) 授業効果をあげるためのマネジメント，� 3) 授業そのものの務究(教科目としての

研究，教育方法の研究等〉などの研究活動を持ってきた.当黙のことながら，点検・評価の問

題にも大鱗北以訴から取り組んでいた.最近では，この学会員の有志が中心となって，導入教

育を研究対象とした「ガイダンス教育研究会j の活動が年に� 2思，関西地区と関東地豆で開催

されている. (住吉年 12月の研究会で 文学部の導入教育の事例を筆者が報告した資料� 3) r授

業研究瑳j としては，こうした研究余の関龍を本研究所を会場として今後は具体fとしたいと考

えている.こうした接会に，他の研究班の研究員にも参加してもらい� r技薬研究」の活性化

をはかると共に� r授業研究班j の点検・評価にもつなげていきたいと考えている.

今後の課題の最後に，本学の研究所の在母方に関わる問題がある.大学の今E的課題として，

大学教育方法の研究があげられる.大綱化以後，大学は研究・教育機関から教育・研究機関へ

変装した.研究機関としての役割もこれまで以上に果たし，さらにこれまで借入や組織に委ね

られていた教育の評価についても，公開していくことが求められている.今後は，大学教育そ

のものを研究対象として捉えていく必要があるといえる� r体育の授業研究j，r{本育の授業分析J

の著者である小林篤は，授業学(未或立)の中に授業講究という領域があ与，諦究方法として

授業分析があると主強している4) この捉え方に立てば，授業研究という領域は，各研究所の

共通テーマとして研究対象になりうる可能性を待っている.外国語教育の問題や，学部教育の

問題などが具体例として考えられる.上述した「大学教育学会j ，え大綱化以前から，多様な

鎮域の授業を対象にして研究活動を続けてきたことになる.今議は 本研究所から大学教育方

法の研究について，� 1患の研究所にも動きかけていきたい.

議議に，貴重な機会を提棋していただいた鳴門教育大学の山本貞美教授に紙面をかりてお札
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申し上げたい.
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資料1

「鳴門教育大学大学院講義要項」 

(1613080)保健体育科授業論特講 I 
1) 授業科目 

Special Lecture on theory of Teaching in Health and physical Education 1 

担当教官|山本貞美  
開講l単位l2lzl

授業科目の概要

戦後50年の体育授業の歴史を振り返り体育の目標，内容，方法がどのように変遷したかを知り，

各自の保健体育授業に対する考えを整理し，授業実践の創造に向けた基礎的知識を養うことを目標

とする.

講義内容は，下記の私の思いを具体的な実践例をあげながら考えていく.

体育授業は何のために誰のために

体育という教科は，体力のある人や運動の得意な人のためにあるのだと思っているかもしれ

ませんが，それはとんでもないまちがし、です.それらの人をいっそう伸ばすことも， もちろん

大切です. しかし，むしろ体力のない人にどうすれば体力がつくのか，また，運動の不得手な

人に， どうすればそれが上手になるかを教えるためにあるのです.だから，誰にとっても大切

な教科なのです.そして，すべての人が，何かのスポーツに一生涯取り組んで欲しいのです.

その素地を体育はつくっているのです.

拙著 「体育がすきになる 5分間話」繋明書房より

備考

*授業形式

講義形式だが，毎回発表者を決め討論を中心に進める.全員発表，全員発言を原則とする.

*成績評価の方法

出席を重視する，毎回小テストを実施し，最後に小テストの総決算としてリポートを課す.成

績決定において毎回の小テストとリポートの比重はそれぞれ50%とする.

※テキスト・教材

必要に応じてプリントを配布 テキストとしてつぎのものを使用する.

・山本貞美著「子どもの可能性を引き出す体育.! (明治図書・ 1996年再版 刊)
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(1613050)保護斧育科教材論特講� 
2)I授業科自� 

Special L舵� ture on Methods and Materials in Health and Physical Educati∞ 

担当教官|山 本

授業科院の概要

幼児期・党業期における運動学習，とくに滋びの中での身体活動の意味の捜本的な捉え直しが必

要である.人間の子どもは，産まれてすぐにはさ長いたり走ったりの運動らしい連動は何もできない.

務などの動物はすぐに歩き始める.その違いiまどこから来ているのか?ボルトマンの主主理的平産説

で説明すれば，早産ということは米熟な状態で産まれるということであるが，そこに辻大きな酪密

がある.人間の場合は，たいへん高等な踏を持っており，その磁の形成に麓きをおくので，産まれ

たときは寝たままの状態である. しかし，その高等な揺を持っているがために，その後学習さえす

ればたいていのことはできるようになるのである.こうした事実を知らないと，生きる上で大きな

損失となってしまう.そうした意味で，幼児期・児輩期の運動学習は，その人の運動的な生活を左

ちする� iまど重要で，とりわけ，生後� 9歳ころまでの遊びでの多様な身体活動が重要なのである.

そこで今回は，下記の「ちょんかけごま� J を体育教材として取りがデるなら，どのようにまたど

の時期かを考察する.

ちょんかけと呼ばれ，熊本地方に苦から伝わる「変わり独楽 Jがある.独楽と言えば，回転させ

る動作に;ム引く，投げる，捻:る，押すの� 4種類が世界共通の分類のようだ.それも地而か!米関に

屈す.ところが「ちょんかけごま j は，主に紐を操りその紐を使い床面で;まなく空中で屈す.それ

だけに高震な技術を要し 農芸まがし、で難しい.数楽回しの中でも最も技術的に難しいと言われて

いる.その難しい技を潜得するには，どうすればよいのか探ってみたい.
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資料2 

99年設現在の各学部の保鍵体育科目の現状

学部{実技コマ数) 講義(半期� 2単枇) 実技(通年� 1単柱)� 

1年次，� 2.3.4年次(2単泣必

l法 学 部� (73) 1.2年次に配当(必修〉� 
作)� 

1年次に寵虫{必修)� 1年次，� 2.3年次(2単位必修)
事王� i斉 学 部 (51)

*公共経済学幹泣選択 察公共経済学科i主選択

I年次，� 2.3年次は�  f立必
λ三ら与商 イ 部� (61) 1.2年次に配当(必fl萎}� 

修)� 

1年次(l単設必修) (数学，

理 工 学 部� (37，� 1年次) 必2年修次他L配は選当択(数)学，電気比、化由 電選気択 応化，情報が~修，他は

文 学 部� (32) 1年次に配当(必fl多)� 1年次け単位必修)

4年次(選択)
総合政策 部(6) 1 4王子.次に配当(選択)

I 

取半期� 1単位



2000 119 中央大学における自己点検・自己評価の現状と課題(森)

資料3 

99年度文学部導入教育の事部

文学部若手教員の会による

連続自主講座

番手加無料�  

12人の専任教員が学問の奥深さを諮る� 

4克� 13羽 矢島正見(社会学} 矢島正見地職記念特別最終講義予行撰翠・その� 1 

4月� 16日 鈴木俊幸{留文学) 本歴に行ってみる� 

4見訪問 見市雑彼{西洋史学) 殺菌 rインディベンデンス・デイJに近代を読む� 

4月22日 宮野勝(社会情報学〉 電脳設会を生きる� 

5月6話 斉水禁ー(仏文学〉 文学誌による人生改善法

5丹108 松悶俊道{東洋史学} イスラーム世界の意識� 

5月� 13日 山岳真美{心環学) 他人の人生は盛って開けるようなものではない� 

5月� 17日 高橋慎患{独文学) 感覚の変容一典文化新究の藤吉さ� 

5丹羽目 松尾正人(自本史学) 太平の眠りをさます上喜撰(蒸気船)

たった留はい{四隻)で夜もねむれず� 

5丹� 24日 中村昇(哲学〉 いかにしてわたしは哲学にのめりこんだか?� 

5月� 278 加納棋聖{体育) カジュアルな話� 

5丹� 31日 飯塚容(中国語) 随分を知る‘世界を知る

会場 3352号窓� (5月27起のみ 3351号室〉

時間� 16時 35分........18時 5分� (5月138のみ� 17時........18時 30分)� 
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F動作文化と動作教青品の紹介，山本喜美(鳴門教育大学)

「楽しい体育授業(1999年11月

「…略…さて，今回どうしても紹介したいの泣…冊の訳本である.オーストリアのザルツブルク大学の

教授でザルツブルク大学人文科学部部長をも務めた教育学ースポーツ教育学博士のシュテファン・グレ

シング氏の高著を全訳したものである. 1996年，オーストリアでは，体育の教締やスポーツ指導者のため

の専門雑誌の名称を「肉体諌翌通勤一肉体教育j から「動作教育j に変更した.それは. 1999年の教育課

程符編に向けた，大きな変革を示略するもので，この本はその理論的な基礎を提案するものとなっている.

本舎の鶴訳を，関保者や多くの人にぜひ伝えたい狸出を，鱗単に述べておきたい.第一の理由は，本書が，

子どものイメージが大きく変化する中で，特;こ YJ)克期・児童期における連動学習，特に遊びの中で身体活

動の意味の根本的なとらえ直しをしているからである.子育ての必読の欝である.第二に，わが国の教育

改革，とりわけ学校体育の改革に，重要な視点を不してくれているからである.まさに時機を得ている.

第三Ii.動作学習の指導法について，多くの示唆を与えられるからである.本書は動作教育の原理をわか

りやすく解説し，動作学官の時の，外観からの視点と内関からの規点，その梧関関係についても説明して

いる.特に子どもの内側からの動作の感じをどのように関えて，指導に生かすのか，そうした視窪には学

ぶところが多い基礎・基本J を考える壕点でもある.若い教踊・母親 lこはぜひ読んでもらいたい.綿

引勝美・上自憲婦と阜の三人の共同作業で，主に綿ヲ 1.上屈のニ人が翻訳して，私の役目は，訳したヨ本

語を多くの人にわかりやすく結えるためのチェックであった.翻訳は，大変な労苦を伴うもので途中で投

げ出したくなったが，本が完成した今，やって良かったと満足惑に浸っている動作文化と動作教育J

という新しい概念で体育を考えなければならない時期に，よくぞ出版できたと喜んで、いる. しかし，多く

の人に読んでもらってこそ，我々の仕事の意味もあるというもの，ぜとI'，読んでもらいたい.そしてその

感動を一人でも多くの入に紹介して，と結っている.J 


